
 口腔ケア ～粘膜ケア編～ 
 

粘膜とは、舌やほほ、上あごなどのお口の中（内側）のことです。からだの中（内臓）の入り口である粘膜のケアは、お口

の健康維持にとても大切です。 

☆どうして粘膜のケアが必要なの？ 

健康なお口であれば自分で清潔を保つ力である自浄作用により、汚れが洗い流されるのですが、お口の機能が低下していると

自浄作用が働きにくくなります。自浄作用が低下しているお口の粘膜は、歯磨きだけで汚れや細菌をしっかり取り除くことが難

しくなるため、粘膜をケアする意識が必要なのです。 

 

☆粘膜ケアの道具とテクニック 

スポンジブラシで粘膜のケアをする際のポイントは、「ケアの間も常に清潔に洗うこと」です。 

   

舌ブラシは、舌に付着した食べかすや汚れを取り除くための舌専用のブラシです。 

歯ブラシよりも毛が柔らかくできているため、舌をケアするときに粘膜を傷つけにくくなっています。 
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認知症サポーターとは 
１．認知症サポーター養成講座を受け

るとどなたでもなれます。 

２．厚生労働省が推奨しています。 

３．認知症について正しく理解できま

す。 

４．認知症の人やその家族をあたたか

い目で見守ることができます。 

５．オレンジリング（認知症の人を応

援しますという意志表示）がもらえ

ます。 

６．特別な活動は何もしません。 

８月1日から８月10日の
期間 毎日、宝の敷地でラ
ジオ体操いただきました。
が催され、小さな子供さん
から高齢者の皆様方約 30
名の皆様早起き 

 

 

 

 

 

 

お口の中は歯だけではなく、ほほや唇の内側、上あご 

歯ぐき、舌の粘膜にも、食べかすや細菌が付着します。 

粘膜は傷つきやすく、また傷がついてしまう

ことにより感染や口内炎のきっかけになる恐

れがありますので歯以上にやさしくケアする

ことが大切です。 

無理をせず少しずつ、やさしくケアしていく

ことが大切です。 


